
１２月に実施した標題の調査結果をまとめたものです。 

 

 

 

児童の教育に関する保護者の意識調査（集計結果） 



 

 



 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



【記述欄より】 

・校報がカラーだったらもっと写真が見やすくていいのになと思います。 

・可能でしたら，学校で撮った写真をデータで閲覧出来れば良いと思います。白黒のお便りの写真は見え

にくいので意味がないです。 

 

児童の姿がより伝わりやすいように，例えばマチコミメールを有効活用する等の，可能な範囲内での配

信については今後考えていきたいと思います。 

 

・SNS の正しい使い方、怖さを分かりやすく教えてもらいたい。身体への影響等も。 

 

 道徳の授業を通して，情報モラルについてはいずれの学年も学ぶことになっております。それ以外にも，

関係機関とも連携を図りながら，「情報モラル学習」を積極的に進めていけるように考えてまいります。 

 

 

【集計結果から】 

 概ねプラス回答が目立つように見えますが，回答が割れている項目もあり，家庭にしっかり周知できて

いない学校の取組もあることがうかがえます。また，多くの項目に，「あてはまらない」という回答が見られ

ることを重要視していかなければなりません。 

・学習に対しては，意欲面や家庭学習の定着に関してのマイナス回答が目立ちます。また，家庭学習にお

いては，授業と一体化したものを提案し，学習に向き合う姿勢づくりを重視しながら，家庭と協働で強化

していけるようにしたいと考えます。 



・読書の習慣化を図るため，校内では，現在行っている取組を継続的に行うことと共に，児童が確実に読

書に取り組める時間の確保を進めていきたいと考えます。 

・「ノーゲームデー」についての家庭への周知が徹底されていないため，中学校区で再確認を図ります。

取組自体の見直しを図り，家庭の理解を得ながら，学校と家庭が協働で取り組む意識を確認していきた

いと考えます。また，記述欄の声にもあったように，「情報モラル学習」の必要性を強く感じることから，広

く家庭や地域にもその取組を発信し，理解していただく場を毎年位置付けられるようにしていきたいと考

えます。 

・児童に対する適切な指導や保護者との相談体制に関わってのマイナス回答が見られたことから，児童

並びに保護者の声にしっかりと寄り添える学校の在り方を再確認していきます。 

・家庭での過ごし方については，「家での仕事」についてのマイナス回答が目立ちました。率先して働く意

識のもち方につきましては，学校でも清掃活動等を通して育ませていきたいと考えます。家庭と連携しな

がら，働く意欲を高めていけるようにしたいと思います。 

 


